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│
会
議
で
の
挙
手
は
、な
ぜ
禁
じ
ら
れ
る
の
か
│

短期連載ルポ

●かしだ・ひでき　1959
年北海道生まれ。ソマリア
の難民キャンプや、ボルネ
オ島熱帯林の先住民に関わ
る活動を経験。国内外の社
会問題、環境問題や人物ル
ポを手がける。著書に『９
つの森の教え』（筆名・峠
隆一）、『「新しい貯金」で
幸せになる方法』など。
『世界』『週刊金曜日』でも
活躍している。

樫田 秀樹
ジャーナリスト

不
当
支
配
（
上
）
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だ
。
そ
の
土
肥
は
快
活
だ
│
│
「
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。
絶
対

に
都
教
委
を
変
え
ま
す
か
ら
！
」。

言
論
の
自
由
を
必
死
に
守
ろ
う
と
闘
う
土
肥
。
そ
の
姿
に
、

教
え
子
た
ち
は
ま
だ
学
ん
で
い
る
。

生
徒
を
信
じ
、
汗
を
流
す

と
に
か
く
熱
く
て
一
本
気
。
誰
に
聞
い
て
も
、
元
教
え
子
た

ち
は
土
肥
を
そ
う
評
価
す
る
。
そ
の
生
き
方
は
、
二
十
代
に
は

確
立
さ
れ
て
い
た
。

一
九
七
三
年
十
二
月
、
二
十
五
歳
の
土
肥
は
、
東
京
大
学
卒

業
後
に
就
職
し
た
総
合
商
社
を
二
年
目
で
退
職
し
た
。
輸
入
牛

肉
を
扱
う
自
分
の
部
署
の
談
合
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

「
間
違
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
上
司
に
『
談
合
は
消
費

者
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
や
め
る
べ
き
で
す
』
と
訴
え
た
ん
で

す
。
で
も
『
君
は
若
い
』
と
一
笑
に
付
さ
れ
て
。
同
期
入
社
の

同
僚
は
沈
黙
し
て
い
ま
し
た
。
い
や
、
利
潤
追
求
の
体
制
の
下

で
、
言
い
た
い
こ
と
を
封
殺
さ
れ
て
い
た
と
感
じ
ま
し
た
」

こ
の
体
験
を
機
に
、
土
肥
は
教
職
に
就
く
こ
と
を
目
指
す
よ

う
に
な
る
。
理
由
は
二
つ
。

「
ま
ず
、
利
潤
追
求
し
な
い
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
。
も
う
一

土
肥
は
都
教
委
と
闘
っ
て
い
た
の
だ
。

〇
六
年
四
月
、
都
教
委
は
「
職
員
会
議
で
の
教
職
員
の
挙
手

と
採
決
を
禁
止
す
る
」
と
の
通
知
を
学
校
現
場
に
出
し
て
い
た
。

都
教
委
は
「
職
員
会
議
の
多
数
決
で
学
校
運
営
が
歪
め
ら
れ
ぬ

よ
う
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

措
置
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
れ
は
実
質
的
に
は
「
都
教
委
の
命

令
に
は
た
だ
従
え
」
と
の
通
知
だ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
通
知
に
、
都
教
委
の
圧
力
を
恐
れ
た
校
長
た
ち

は
沈
黙
し
た
。
そ
の
中
で
た
だ
一
人
、「
こ
れ
が
教
育
現
場
に

浸
透
す
れ
ば
言
論
の
自
由
が
失
わ
れ
る
。
撤
回
せ
よ
」
と
都
教

委
に
真
正
面
か
ら
異
を
唱
え
た
の
が
土
肥
だ
っ
た
。

撤
回
に
応
じ
な
い
都
教
委
に
、
土
肥
は
公
開
討
論
を
求
め
た

り
、
都
教
委
に
よ
る
理
不
尽
な
出
来
事
の
数
々
を
講
演
で
公
開

し
た
り
と
の
闘
い
を
始
め
る
。
そ
の
先
に
都
教
委
が
用
意
し
た

の
が
不
合
格
だ
っ
た
。

定
年
退
職
後
、
土
肥
は
、
公
開
討
論
の
代
わ
り
に
、
都
教
委

の
や
り
方
を
公
の
場
で
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
裁
判
を
起
こ
す
。

元
々
は
、
誰
を
も
巻
き
込
ま
な
い
一
人
だ
け
の
闘
い
の
つ
も
り

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
保
護

者
や
教
え
子
や
市
民
が
、「
先
生
を
一
人
に
は
し
な
い
！
」
と
、

裁
判
で
闘
う
土
肥
の
周
り
に
集
い
、
裁
判
を
支
え
て
い
る
か
ら

を
廊
下
か
ら
ニ
コ
ニ
コ
眺
め
た
り
、
部
活
動
に
参
加
し
て
生
徒

と
泳
い
だ
り
走
っ
た
り
相
撲
を
と
っ
た
。
と
き
に
は
、
担
任
教

師
以
上
に
親
身
に
進
路
相
談
に
乗
る
。

こ
ん
な
校
長
だ
っ
た
か
ら
、
あ
る
年
の
生
徒
に
よ
る
教
師
の

人
気
投
票
で
も
、
土
肥
は
二
位
に
倍
以
上
の
差
を
つ
け
た
一
位

だ
っ
た
。
だ
が
│
│
。

二
〇
〇
九
年
三
月
。
東
京
都
立
三
鷹
高
校
（
三
鷹
市
）
の
校

長
だ
っ
た
土
肥
は
定
年
退
職
し
た
。
そ
し
て
本
来
な
ら
、
ほ
と

ん
ど
の
校
長
は
六
十
五
歳
ま
で
の
五
年
間
を
非
常
勤
教
員
と
し

て
再
就
職
す
る
の
だ
が
、
そ
の
二
ヵ
月
前
の
一
月
十
六
日
、
土

肥
は
東
京
都
教
育
委
員
会
（
以
下
、
都
教
委
）
か
ら
、
非
常
勤
職

員
試
験
の
「
不
合
格
」
通
知
を
受
け
て
い
た
。
生
徒
に
も
保
護

者
に
も
絶
大
な
信
頼
が
あ
っ
た
土
肥
が
な
ぜ
不
合
格
な
の
か
。

一
月
三
十
日
、
一
人
の
元
校
長
が
地
方
裁
判
所
で
敗
訴
し
た
。

非
常
勤
教
員
採
用
試
験
の
不
合
格
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が

棄
却
さ
れ
た
の
だ
。
だ
が
即
座
に
控
訴
。
現
役
時
代
か
ら
「
言

論
の
自
由
」
を
東
京
都
教
育
委
員
会
に
訴
え
続
け
て
き
た
元
校

長
の
闘
い
は
終
わ
ら
な
い
。（
敬
称
略
）

私
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
学
生
時
代
の
学
校
長
の
名
も
顔
も

覚
え
て
い
な
い
。
同
様
に
、
そ
れ
ら
校
長
だ
っ
て
私
の
名
な
ど

覚
え
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
土ど

肥ひ

信の
ぶ

雄お

は
別
だ
っ
た
。
覚
え
る
の
だ
。
生
徒
が
千

人
い
て
も
。
そ
し
て
、
毎
朝
、
学
校
の
昇
降
口
に
立
っ
て
一
人

ひ
と
り
に
「
お
は
よ
う
！
」
と
声
を
か
け
る
。
さ
ら
に
、
校
長

な
の
に
校
長
室
に
い
な
い
。
土
肥
は
毎
日
、
い
ろ
い
ろ
な
授
業


